
　日本で生まれ、シリコンバレーを本社とする新
進気鋭のベンチャー企業、クラウディアン。同社の
主力製品であるオブジェクトストレージ製品
「CLOUDIAN HYPERSTORE」は、国内外の大手ク
ラウドサービスやエンタープライズITのオンプレ
ミスのストレージとして採用されている。同社の
売上高は9割以上を海外が占めており、顧客数は大
企業から中小企業まで約600社。業種も金融、通信、
製造、医療、政府・公共など幅広い。
　世界中に顧客を抱える同社において、トラブル

シューティングなどの保守サポートはリモート対応
が基本であり、ストレージシステムやハードウェア
にまつわるログデータは、一元的に集約しサポート
チームが分析している。しかし、収集したログデー
タは膨大な量であり、十分に活用できているとは言
えず、担当者の負荷も大きくなっていた。この点に
ついてグローバル テクニカル サポート バイス プ
レジデントの後藤哲明氏は「これまでは自社で開発
したアプリケーションでログデータの収集・分析を
行っていましたが、ビッグデータを有効活用するに
は限界がありました。また、開発や運用が属人化し
てしまう恐れもあったのです。担当者が本来注力す
べき業務へ集中するためにも、既に評価の確立した
管理ツールを導入する必要があるのではと考えまし
た」と語る。

また、ログデータを可視化する仕組みがすべて
整い、自動化することで属人化していた運用が解
消。多大なコストをかけることなく基盤を維持す
ることも可能になった。同社は毎日大量のログ
データを保存しているが、利用頻度が低いログ
データについてはリモートストレージへ保存し
ているため、多大なコストをかけることなく基盤
費用の大幅削減に寄与している。
「お客様の数が右肩上がりに増え、管理するスト
レージシステムやハードウェアが増えていって
も、担当者の数を大きく増やすことなく、必要最
低限のリソースで効果的なサポートができるよ
うになりました」（後藤氏）

クラウディアンがSplunkの利用を開始してか
ら2年が経過したが、今後はさらに活用レベルを
高めていく考えだ。
「1つは機械学習（MLTK）で、サーバーからアプリ
ケーションまで障害予測の範囲を拡大していきま
す。もう1つは他のアプリケーションとの連携です。
Splunkから取り出したログデータをSalesforce
やSlackなどと連携し、担当者や顧客にアラート
を送ることを検討しています」（後藤氏）
SCSKに対しては今回の導入に際し、PoCの実

施から、課題解決、要件定義、設計、構築、運用開
始後のQ＆Aサポートまで一貫して支援してくれ
たことを評価している。
「SCSKは大手ベンダーでありながら、私たちのよ
うなベンチャー気質もあって、安心して仕事がで
きるパートナーであると実感しています。今後も
これまでと変わらないサポートをお願いすると
同時に、Splunkを効果的に利用するためのセミ
ナーなどを通じたTipsや、MLTKを活用した事例、
最新の技術情報などの継続提供を期待していま
す」（後藤氏）

かってしまいます。そこでSplunkのパラメーター
を調整し、2時間程度で全てのログデータを読み
込ませるよう改善しました」（栗原氏）
運用の開始後は、グローバル環境でユーザーの
利用を促進するため、自社内の分析環境整備に取
り組んだ。具体的には、操作マニュアルやログデー
タを検索するためのクエリ、可視化するための
ダッシュボードなどを作成した。グローバル テク
ニカル サポート シニア サポート エンジニアの
吉川浩平氏は「ログデータが収集できても、ユー
ザーがすぐに使いこなせるわけではありませんの
で、まずは欲しいログデータが検索できるよう操
作マニュアルを作成しました。また、 SCSKとの
PoCの際に作成した、検索クエリやダッシュボー
ドをもとに、現場のユーザーからフィードバック
をもらい、改善を重ねました」と語る。
現在、ログデータは直近のログデータをIndexers
としてSplunkの高速ストレージ上に保存。1週間
経ったログデータは検索頻度が低くなるため、自
動的にリモートストレージへ保存する機能「Splunk
SmartStore」を使い、同社のAmazon S3互換の
オブジェクトストレージ上に保存している。これに
より、ログデータは無制限に保存・検索すること
ができるようになり、同時にストレージコストも
軽減している。
今回の導入により、同社の抱えていた不十分な
ログデータ活用や運用の属人化といった問題が
解決された。さらに、ログデータの可視化が進ん
だ結果、担当者はいつでも全ての顧客のストレー
ジシステムの状態を確認できるようになった。
「担当者は、定型的なレポートやダッシュボード
を見るだけで、迅速に対応できるようになりまし
た。現在は、機械学習を用いたデータ分析を可能
にするSplunkのMLTK（Machine Learning Toolkit）
の機能を活用し、ハードウェア故障を事前に予測
することに取り組んでいます」（吉川氏）
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2001年に日本で創業したオブジェクトストレー
ジベンダー。グローバルにビジネスを展開して
おり、現在はシリコンバレーに本社を置く。
2011年にAmazon S3 API完全準拠を目指し
て開発したスケールアウト型オブジェクトスト
レージ製品「CLOUDIAN HYPERSTORE」を発
表し、国内外で多くの企業に採用された。近年は
パートナー企業との連携強化に取り組み、クラウ
ドベンダーやアプリケーションベンダーなどと共
同でビジネス開発を進めている。
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クラウディアンは、3社の管理ツールを候補と
し比較・検討。結果、グローバル規模でトップク
ラスの実績を持つ「Splunk」の採用を決めた。
「要件としたのは、標準機能であらゆるログデー
タを分析できることに加え、ログデータを蓄積す
るストレージがスケールアウトできることでし
た。当社の場合、世界中に展開するストレージシ
ステムからログデータを取得するため、1日あた
りのデータ量が数百GBにものぼり、今後顧客が
増えればさらに増加します。それゆえストレージ
のスケーラビリティが重要だったのですが、
Splunkはこの要件を満たしていました。また、他
社製品ではアプリケーションの開発にベンダー
費用が発生しますが、Splunkはエンドユーザー
コンピューティングに対応しており、ユーザー側
にアプリケーションを作成できる自由度がある
ことも評価しました」（後藤氏）
導入パートナーには、国内で100社以上のサ
ポート実績があり、Splunk社認定の資格を保有し
たエンジニアが多数いる、コンサルテーション・
設計・構築・導入サービス、運用支援などがトー
タルで支援できるベンダーとしてSCSKを指名。
2019年2月から打ち合わせを始め、6月にPoCを
実施。その後、PoCで発生した問題点を改善し、
11月より本格運用を開始している。作業を担当し
たグローバル テクニカル サポート プリンシパ
ル サポート エンジニアの栗原傑氏は「当初、ログ
データを保存するディレクトリにNFSマウント
を使って開発を行っていました。ところがSplunk
からのログデータの読み込みに想定より時間が
かかるという問題が出てしまったのです。そこで、
接続方式を一般的なファイルシステムに変更し、
問題を解決しました。」と当時を振り返る。
また、システムの構築時には、世界中から集ま
るログデータを1日1回、短時間に読み込ませる
ための工夫も行っている。
「数百GBのログデータを一気に読み込ませる必
要がありますが、そのままだと相当な時間がか

「世界中に展開するストレージシステムからログデータを取得するため、1日あたりの
データ量は数百GBにものぼります。それゆえストレージのスケーラビリティが重要
だったのですが、Splunkはこの要件を満たしていました」
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■ 導入ソリューション ログデータプラットフォーム「Splunk」

■ クラウディアン様の課題
収集した膨大な量のログデータを十分に活用できていなかった
ログデータを扱う担当者の負荷が大きくなっていた
自社開発のログデータ収集・分析アプリケーションではビッグデータ分析に限界があった

■ 課題解決の成果
ログデータを無制限に保存できるようになり、蓄積／検索／可視化する仕組みが整った
属人化していた運用が自動化されたことにより、運用負荷が軽減された
世界中の保守サポート担当が膨大な量のログデータをいつでも活用できる環境が実現した

事例のポイント

世界中の顧客に対する保守サポートにおいて
膨大な量のログデータを活用したいが、
負荷の軽減が課題に
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世界中に展開するストレージシステムのログデータをSplunkで管理
担当者がいつでもデータ活用できる環境が実現

お客様事例 働き方改革・生産性向上

ストレージのスケールアウトによりログデータの
無制限な保存・検索が可能に
ログデータの蓄積／検索／可視化を自動化し運用負荷を軽減

お客様プロフィール



● ソリューションの詳細情報・お問い合わせ先
PickUpソリューション　働き方改革・生産性向上 ▶URL：https://www.scsk.jp/pickup/workstyle/index.html

ログデータプラットフォーム「Splunk」 ▶URL：https://www.scsk.jp/sp/splunk/ 
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弊社のSplunkのお客様はセキュリティ用途での利用が多い中、クラウディアン様はIT運用用途でご導入いただきました。
今回導入したSplunkを用いたことによって世界各国のサポートメンバーの運用負荷が削減されたと伺いました。このよう
な取り組みの一端を担えたことを非常に光栄に思います。クラウディアン様は機械学習を利用した障害予測など、先進的
な取り組みを実施されておりますので、Splunkをより活用いただけるよう、提案、ご支援を引き続き実施してまいります。
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